
次世代交通ビジョンおきなわ（仮称）

【令和７年度 第２回 有識者会議】

令和8年2月9日
沖縄県 交通政策課

資料１

～検討プロセスとステップ１の位置づけ等の確認～

1. 検討プロセス

2. ビジョンの全体構成イメージ

3. 本日の議題



ステップ１

現状と課題を踏まえた

沖縄が目指す未来像

ステップ２

地域ごとの交通のあり方

ステップ３

地域ごとの取組の方向性

ステップ０

検討の進め方

内容検討 県民等参画（PI）有識者会議（審議事項）

R7年度

R8年度

次世代交通ビジョンおきなわ（仮称）

県
民
等第3回（R8年度夏頃）

・意見把握の結果
・地域ごとの交通のあり方
-------------------------
・ステップ３の進め方

第4回（R8年度冬頃）
・意見把握の結果
・地域ごとの取組の方向性
-------------------------
・ビジョン案

第1回（R7年度秋）
・検討の進め方
-------------------------
・ステップ１の進め方

第2回（R7年度冬）
・意見把握の結果
・現状、課題、未来像
-------------------------
・ステップ２の進め方

(5)

(7)

(11)

(1)

(3)

(12)

概ねの実施時期

進め方への意見

現状・課題・未来像に
対する意見

地域ごとの交通のあり方
に対する意見

地域ごとのの取組の方
向性に対する意見

県全域

地域別

地域別

本日

１．ビジョン検討プロセスの全体像



２．ビジョンの全体構成イメージ

交通システムに見られる課題

1) 移動時間の確実性の確保
2) 生活や活動の場へのつながりの確保
3) 安全・安心な移動環境の確保
4) 移動に伴う経済的・時間的負担の軽減
5) 状況に応じて選べる移動手段の確保
6) 人やモノが動く上での経済性の向上
7) 交通サービスの使いやすさ・分かりやすさの向上
8) 交通システムや地域の持続性の確保

未来像

（１）住む地域に関わらず、誰もが、どんなライフステージにおいても、自分らしい生き方や挑戦を選べる社会
（２）人や地域の力が十分に発揮される、活力ある社会 
（３）心身ともに健やかで、安心して暮らせる社会 
（４）社会の変化に柔軟に対応し、将来世代に引き継ぐことができる社会 

地域ごとの交通のあり方
「複数の将来の交通の姿」を「評価軸」で比較を通じて検討

地域ごとの取組の方向性
「交通のあり方」を実現するための取組を検討

将来の様々な状況変化により
もたらされる影響

（1）人口減少・少子高齢化が進んだ場合
（2）都市構造や土地利用が変化した場合
（3）観光需要の変動や移住の動きが変化した場合
（4）エネルギー価格や物価が大きく変動した場合
（5）新たなモビリティサービスが進展した場合
（6）気候変動、自然災害、安全保障上のリスクが

高まった場合
（7）移動需要そのものが大きく変化した場合

2

ステップ１
の対象

ステップ２

ステップ３



①ステップ０・１の県民参画の結果のご報告

②県民参画の結果を踏まえて作成した骨子案について

【特にご意見いただきたい事項】
－骨子案の全体構成
－未来像や課題のまとめ方 等

③ステップ２の県民参画プロセスに関して考慮すべき事項

【特にご意見いただきたい事項】
－ステップ２の進め方の方向性 等

３．本日の議題
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